
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
声
か
け
て 

別
に
と
言
わ
れ 

声
も
出
ず
）
（
高
級
車 

乗
っ
て
唱
え
る 

エ
コ
ロ
ジ
ー) 

（
女
房
に 

何
で
も
い
え
る 

夢
の
中
）
（
た
め
息
の 

長
さ
で
悟
る 

落
ち
込
み
度
） 

を
持
っ
て
行
進
す
る
こ

と
。
集
団
の
重
な
っ
た
時

は
、
前
の
集
団
が
通
過
し

て
か
ら
、
後
の
集
団
が
行

進
す
る
こ
と
等
が
確
認
さ

れ
た
。 

 

次
に
、
記
念
事
業
と
し

て
の
基
調
講
演
は
、
呉
学

殊
氏(

独
立
行
政
法
人
・

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
主
任
研
究
員)

か
ら｢
組

合
の
可
能
性
、
地
協
に
か

け
る｣

と
の
内
容
と
す
る

事
。
地
域
貢
献
事
業
と
し

て
、
今
年
も
福
祉
を
テ
ー

マ
と
し
た
事
業
の
確
認
が

な
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
前
日
の
４
月

30
日(

金)

に
は
、

18
時

か
ら
幹
事
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
会
場
と
な
る
長

岡
市
立
劇
場
の
準
備
作
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。 

 

各
集
団
か
ら
の
質
疑
で

は
、
各
集
団
構
成
に
つ
い

て
確
認
や
会
議
後
に
は
、

集
団
長
を
初
め
て
担
う
こ

と
か
ら
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
北
部
・
Ｃ

集
団
の
集
合
地
と
な
る
幸

町
公
園
ま
で
は
、
昨
年
同
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度
の
各
行
程
の
任
務
分
担

と
地
区
大
会
の
大
綱
的
な

計
画
が
提
起
さ
れ
た
。 

 

特
徴
的
に
は
、
会
場
は

本
年
度
も
長
岡
市
立
劇
場

と
す
る
こ
と
。
メ
ー
デ
ー

大
会
会
場
ま
で
は
、
昨
年

同
様
に
市
内
４
箇
所
の
集

団
集
合
地
か
ら
デ
モ
行
進

す
る
。
デ
モ
行
進
時
は
、

４
列
縦
隊
で
整
然
と
規
律

 

第

81
回
を
迎
え
る
長

岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
会
が
、
４
月
８
日(

木)

18
時

30
分
か
ら
勤
労
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

実
行
委
員
会
は
、
各
集

団
の
集
団
長
・
副
集
団

長
・
救
護
班
と
連
合
中
越

幹
事
会
と
の
合
同
開
催
と

な
っ
た
。 

 

事
務
局
か
ら
は
、
今
年
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様
に
バ
ス
に
よ
る
移
動
手

段
と
す
る
事
を
確
認
。 

 

実
行
委
員
会
終
了
後

は
、
連
合
中
越
地
協
第
５

回
幹
事
会
を
開
催
。 

 

先
ず
、
幹
事
交
代
の
報

告
が
あ
り
、
長
年
地
域
労

働
運
動
を
牽
引
さ
れ
た
北

魚
沼
支
部
長
の
森
山
さ
ん

が
退
任
。
後
任
幹
事
に
は

湯
本
支
部
事
務
局
長
の
報

告
を
確
認
。 

 
続
い
て
、
機
関
会
議
開

催
状
況
や
春
季
生
活
闘
争

関
連
な
ら
び
に

09
年
度

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
受
付
状
況
な

ど
を
報
告
。
審
議
事
項
で

は
、
中
間
決
算
に
向
け
た

支
部
お
よ
び
地
協
会
計
・

監
査
や
当
面
の
諸
取
り
組

み
に
つ
い
て
審
議
確
認
が

な
さ
れ
た
。 

 

幹
事
会
終
了
後
は
、
第

２
回
地
協
四
役
会
議
を
開

催
。
地
協
結
成

20
周
年

事
業
検
討
状
況
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

中
で
も
、
地
域
貢
献
事
業

を
ど
の
様
に
取
り
組
む

か
、
次
回
細
部
を
協
議
す

る
こ
と
と
し
た
。 
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連
合
中
越
地
協
第
５
回
幹
事
会
・
第
２
回
四
役
会
議 

第
81
回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
開
催 

各
集
団
デ
モ
行
進･

メ
ー
デ
ー
大
会･

記
念
講
演･

地
域
貢
献
事
業
を
確
認 

≪お申込み方法≫ 

 下記欄に全項記載して連合中越 fax 0258-24-8930 へ申

込む。先着順のため、チケット残券の有無を連合中越が申

込者にfaxで返答する。試合日が迫っている為、チケット

を地協へ直接受取りに来れる方限定です！(郵送希望者は対象外) 

※申込みは組合単位でも組合員個人でもOK 

組合名           申込担当者名 

連絡先住所 〒          

連絡先電話         連絡先fax 
チケット希望枚数      枚（30枚まで可） 

渡し方(何れかに○囲み) 郵送希望 ・ 事務局へ取りに来る 

※問合せは連合中越℡0258-24-0515へ願います 

 申込み〆切は 

４月１９日(月)まで  アルビレックス新潟 
試合観戦 無料招待の案内 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
老
人
が 

お
年
寄
り
に 

席
ゆ
ず
り
）
（
た
だ
い
ま
と 

言
う
け
ど
誰
も 

待
っ
て
な
い
）
（
単
身
赴
任 

行
く
な
ら
姑 

連
れ
て
っ
て
）
（
居
酒
屋
で 

串
１
本
に 

愚
痴
10
本) 

ん
な
が
気
楽
に

参
加
で
き
楽
し

く
思
い
出
に
残

る
よ
う
な
取
り

組
み
に
し
た
い

と
い
う
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
レ
ク
イ

ベ
ン
ト
で
は
ス

ポ
ー
ツ
交
流
や

ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ
ー
、
学
習
会

で
は
新
潟
出
身

の
著
名
人
に
よ

る
講
演
会
、
懇
親
会
で
は

各
地
の
お
土
産
を
持
参
す

る
等
が
話
題
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。 

次
回
の
第
２
回
の
実
行

委
員
会
で
内
容
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
各
実
行
委
員
の
皆
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る
。
②
「
連
合
新
潟
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
」
の
企
画
・
運

営
・
参
加
を
通
じ
て
、
人

材
発
掘
、
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
つ
な
げ
る
。
③
業
種
や

地
域
を
越
え
た
仲
間
と
交

流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
。
④
青
年
組
合
員

の
労
働
組
合
へ
の
参
加
意

識
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
組
織
強
化
に
つ
な
げ

る
。
⑤
「
連
合
新
潟
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
」
に
よ
り
、
青

年
活
動
の
盛
り
上
げ
を
図

る
。
以
上
、
５
つ
の
目
的

を
柱
と
し
、
取
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

第
１
回
の
実
行
委
員
会

で

は
、
開

催

日

時
・
場

所
・
レ
ク
イ
ベ
ン
ト
・
学

習
会
・
懇
親
会
等
に
つ
い

て
の
打
合
せ
を
行
い
、
み

連
合
新
潟
青
年
委
員
会

は
、
連
合
新
潟

20

周
年

記
念
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
計

画
し
て
お
り
、
こ
の
度
、

第
１
回
実
行
委
員
会
が
４

月
３
日
（
土
）
新
潟
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は

全
国
統
一
テ
ー
マ
の
も
と

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
テ
ー
マ
は
「
意
外

と

身

近

な

労

働

組

合 

も
っ
と
広
げ
よ
う
仲
間
の

輪
」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ

の
も
と
連
合
新
潟
青
年
委

員
会
で
は
、
①
次
代
の
労

働
運
動
を
担
う
青
年
組
合

員
が
、
労
働
組
合
・
連
合

に
つ
い
て
改
め
て
学
び
、

必
要
性
を
再
認
識
す
る
こ

と
に
よ
り
、
青
年
組
合
員

の
教
育
・
育
成
に
つ
な
げ

 
 

さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
よ

り
良
い
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
今
後
も
取
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会 

 
 

副
委
員
長 

平
賀
克
美
） 

 

連合南魚沼支部だより 

 

連合十日町支部だより 

 

異
動
と
移
動
の
４

月
。
学

校
・
企
業
・
行
政
も
新
学
期
、

新
年
度
に
入
り

10

日
が
過
ぎ

た
。
業
務
の
引
継
ぎ
・
異
動
は

勿
論
、
送
別
会
や
歓
迎
会
も
一

段
落
し
た
だ
ろ
う
▼
地
協
で

は
、
３
年
間
地
協
事
務
局
次
長

の
任
に
あ
っ
た
今
井
さ
ん
が
、

現
場
に
異
動
。
地
協
四
役
と
し

て
、
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
や
総

会
等
の
大
事
業
を
は
じ
め
、
各

種
行
動
に
率
先
し
て
尽
力
さ
れ

た
。
教
育
現
場
で
の
ご
奮
闘
を

お
祈
り
し
た
い
▼
後
任
の
中
村

さ
ん
か
ら
事
務
局
次
長
に
就
い

て
い
た
だ
い
た
。
新
た
な

感

性
・
発
想
を
吹
き
込
ん
で
ほ
し

い
▼
長
い
間
、
地
域
労
働
運
動

を
牽
引
さ
れ
た
北
魚
沼
支
部
長

の
森
山
さ
ん
も
異
動
。
後
任
地

協
幹
事
は
湯
本
さ
ん
▼
な
が
お

か

ラ

イ

フ

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ
ー
・
小
林

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー

タ
ー
も
３
月
退
任
。
今
後
は
、

ち
っ
と
手
伝
お
う
ね
か
と
お
知

恵
を
い
た
だ
き
た
い
。
後
任
は

丸
山
さ
ん
▼
政
界
で
は
、
自
民

党
と
別
れ
新
党
結
成
へ
。
マ
ス

コ
ミ
調
査
の
内
閣
支
持
率
も
不

支
持
に
移
動
。
政
党
支
持
も
政

党
支
持
な
し
へ
大
移
動
▼
我
が

連
合
は
、
す
べ
て
の
働
く
者
の

連
帯
で
、
希
望
と
安
心
の
社
会

づ
く
り
に
不
動
で
あ
り
た
い
。 

≪№8≫ 
   東蔵王２ 

事務局長 

小林 守 

連
合
新
潟
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
第
１
回
実
行
委
員
会 

全
国
統
一
テ
ー
マ
の
も
と
、

目
的
を
設
定 

 連合十日町支部では、２月５日(金)に地元自治体

へ山口支部長以下支部役員４名及び協力議員が出向

き、要請書を提出しました。 

 当日午後３時に津南町役場を訪問。半戸、大平両

町議立会いのもと、小林三喜男町長に要請書を手渡

し、簡単に内容を説明いたしました。 

 午後５時には十日町市役所を訪れ、太田、小野嶋

両市議に立ち会ってもらい、関口芳史市長に要請を

行いました。 

 要請内容は産業・福祉・教育・医療等あらゆる政

策に渡っていますが、その他に住民への十日町ライ

フサポートセンターの利用周知への協力等をお願い

いたしました。 

 各自治体の回

答を受けて、十

日 町 に つ い て

は、５月１１日

(火)会場は十日

町情報館で「十

日町市長と語る

会」を開催しま

す。  
関口十日町市長(左)に要請書を手渡す 

●十日町市・津南町へ自治体要請書を提出●  

 今回は、当支部の幹事会の様子をご紹介したいと思い

ます。 

 ４月８日（木）、１８時３０分より、南魚沼ＬＳＣ内

にて、メーデー実行委員会と同時開催しました。開催日

等既定事項について確認した後、担当部署と役割分担に

ついて話し合いました。どの委員も積極的に発言いただ

き、スムーズに決定しました。 

 また、予算案については白熱した意見交換となり、

メーデーへの意欲が感じられるよい委員会になったと

思っております。最後に花の種を各単組分お持ちいただ

き、実行委員会は終了となりました。 

 続いて開催した支部幹事会では、ＬＳＣの現状説明と

今後の対策についてと、四役だけでなく広く幹事の方々

より支部行事に参画していただきたいとの考えから、今

後予定される支部行事を担当する幹事を決めるための話

し合いを行いました。今後より支部活動が活発になるこ

とを期待するものです。 




